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議　　　　　案

第１号議案 平成16年度事業報告並びに収支決算報告、監査報告の承認に関する件

〈提　　案〉

定款22条及び第32条に基づき、報告書のとおり承認願いたい。

【資料－１・２・３】

第２号議案 役員の選任に関する件

〈提　 案〉

役員の退任に伴い、定款第11条・第12条及び第15条に基づき、提案のとおり承認願

いたい。 【資料－４】

第３号議案 参与の承認に関する件

〈提　 案〉

定款12条の（２）及び第13条５・６に基づき、提案のとおり承認願いたい。

【資料－５】
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資料ー１　
平成16年度事業実施報告書
（平成16年４月１日～平成17年３月31日）

Ⅰ 事業の概要
１　教育に関する機関誌等の発行　　　　　　　　　　　　 （執筆者等　敬称略）
（1）「茨城教育」の発行
・編集の基本方針
公平・公正さを堅持しつつ，広く県民の教育世論を掲載し，現下の教育の改善充実に資する。

・編集委員会
執筆者の推薦，編集内容についての審議

・発行回数　年度内３回

①第８１５号【茨城県教育会創立120周年記念号】（５月20日発行，7100部）
◎特集主題　「新しい時代の茨城の教育を考える」
・創立百二十周年をむかえて　　　　　　　　　　　　　　　 会長　清水　千壽
・茨城県教育会創立120周年記念　祝辞
「祝　　辞」 茨城県知事　橋本　　昌
「祝　　辞」 茨城県教育委員会教育長　川俣　勝慶
「日本近代教育の典型としての茨城教育」 日本連合教育会会長　亀井　浩明
「茨城教育の更なる充実に期待する」 茨城県都市教育長協議会会長　山野邊義文
「百二十周年記念誌の発刊を祝して」 茨城県町村教育長会会長　増田　美久
・茨城県教育会に期待する
「茨城県教育会に期待する」 茨城県学校長会会長　金澤　昭男
「教師の重み」 茨城県高等学校長協会会長　稲葉　節生
「『教育の日』制定とこれからの教育」 茨城県退職校長会会長　柴　　英夫
「茨城県教育会百二十周年に寄せて」 茨城県ＰＴＡ連絡協議会会長　大窪　修二
「小子化が進む中での幼児教育」 茨城県幼稚園連合会会長　鯨岡　敬子
・茨城県教育会創立百二十周年にあたって
「教育改革実践の方向を探る―各種大会・事業の推進」

茨城県教育会顧問　冨永　　直
「子どもに期待される教育を」 茨城県教育会顧問　鯨岡　　健
・論説
「学校の自由化―その二つの方向」 茨城大学教育学部教授　江幡　　裕
・茨城の教育を共に考える
［学校教育］「多様性を育む教育」 ㈱カスミ名誉会長　神林　章夫

「魅力ある教師群」 茨城県教育財団理事　立原　克彦
［家庭教育］「幼児教育の重要性」 茨城県学校保健会会長　佐藤　　怜

「『食育』と『気づき』」 茨城県ＰＴＡ連絡協議会会長 堤　千賀子
［地域の教育］「ささやかでも自然体でできることから」

茨城キリスト大学教授　安藤　博
「地域の中で父親の子育て推進―おやじの会『父さん！出番』」

土浦市立土浦第二小おやじの会代表　藤代　哲朗
・私の取り組んでいる課題・取り組もうとしている課題
「子どもの心に寄り添った援助のあり方とは」
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学校法人さくら学園さくら幼稚園教諭　三村　直美
「母親の心に寄り添って」 日立市立南高野幼稚園教諭　村田さち代
「人とのかかわりを日々大切に」 鉾田町立鉾田幼稚園教諭　塙　　紀子
「個と集団を育てる」 伊奈町立わかくさ幼稚園教諭　張谷　真弓
「満３歳児保育」 下妻市・ふたば文化幼稚園教諭　大里　京子
「教育の質を高める学校評価の在り方」 岩間町立岩間第三小学校教頭　藤田　秀子
「学校教育目標具現化への体制づくり」 金砂郷町立久米小学校教諭　會澤　孝一
「発展的な学習をどう進めるか」 つくば市立竹園東小学校教諭　皆川　正美
「無抵抗なＡ君の受けたいじめから取り組んだ課題」

大洋村立白鳥西小学校教諭　荒木田美寿子
「子どもたちに読書の楽しさを」 境町立境小学校教諭　三浦みどり
「生徒とともに」 小川町立小川北中学校教諭　室伏　　妙
「理科教師として」 常陸太田市立瑞竜中学校教諭　濱田　　衛
「体験活動を取り入れた総合単元的な心の教育」

江戸崎町立江戸崎中学校教諭　森永　和幸
「心に響く道徳学習の研究―体験と道徳の時間をつなぐ教師のかかわりを通して」

鹿嶋市立平井中学校教諭　長谷川　広
「運動を続けられる力を」 八千代町立東中学校教諭　塚越真木子
「ホームルーム通信を使って」 茨城県立太田第一高等学校教諭　磯邊　裕一
「夢を現実に」 茨城県立水戸高等養護学校教諭　大畑　元子
「子どもの成長は『自身』を持たせることから」

茨城県立鹿島灘高等学校教諭　鈴木　美和
「一所懸命の地」 茨城県立土浦第一高等学校教諭　中島　博司
「意欲を持った生徒に育てよう」 茨城県立下館第一高等学校教諭　飯村　　隆

・平成15年度茨城県教育会創立120周年記念教育論文
【最優秀論文】
「生徒が，創意工夫のある制作活動を，自らの学びとして実感できる支援のあり方
―題材『変身！段ボール仮面』における『マイロード』と『ドリームカルテ』の活用
による学びのスキルアップを目指して」 水戸市立第二中学校教諭　清水　明

・平成15・16年度教育功績者表彰について
・茨城県教育会　この10年の歩み
・文化施設めぐり（27回）「茨城県陶芸美術館」（笠間市笠間2345）

②第８１６号（10月20日発行，6600部）
◎特集主題「今，改めて問う」

―＜いのち＞を大切にする心をはぐくむ教育―
・私の好きな言葉
「Never give up ! Never, Never, Never !」 中央教育審議会会長　鳥居　泰彦
・巻頭言「感謝の心を持つ」 本会副会長　春田　義邦
・提言　「命を大切にする心を育む…『命の教育』を考える」 本会理事　池上　眞人

「＜いのち＞を大切にする心をはぐくむ教育」 本会理事　根本　孝
・教育座談会【県北地区】８月27日（金），国民年金保養センター「ときわ路」
テーマ「今，改めて問う」
―＜いのち＞を大切にする心をはぐくむ教育―
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出席者　鈴木　源也（常陸太田市立佐竹小学校長）
八重樫一夫（高萩市立松岡小学校教諭）
大貫みさ子（日立市立助川中学校教諭）
片野稜威雄（金砂郷町立久米幼稚園長）
原田　実能（日立市立田尻小学校ＰＴＡ会長）
白石　克彦（本会理事・常陸太田市立太田小学校長）

・研究実践レポート
「自然とのふれあいを深めるための保育実践」
―幼稚園の身近な自然環境を生かした支援のあり方―

水戸市立笠原幼稚園園長　高安　節子
「確かな学力向上のための五つの重点・十二の提案」
―学力向上フロンティア事業における校長会のかかわり―

真壁郡明野町立長讃小学校長　古川　久司
「コンピューターを活用した音楽科教材開発」

取手市立永山中学校教諭　内田　有一
・教育談話室から＜子どもの声＞

「立ち直りを信じて十年・母親とのかかわりから」 私立高校教頭　Ｙ・Ｓ 生
「軽度発達障害のある子とともに～相談教室での個別学習を通して」

小学校教諭　Ｙ・Ｋ 生
「学びの喜びが生きる力につながる」 中学校教諭　Ｍ・Ｏ 生

・ひろば「父親の威厳を取り戻せ」 スポーツ少年団指導者　江橋　好道
「梶無川のせせらぎに耳を傾けて」

玉造町社会福祉協議会事務局長　高埜　栄治
「先生自身が学校という箱を出て地域の教育に取り組んでみませんか」

総和町立下辺見小学校長　佐川　康二
・随想　「子どもを見つめるということ」

茨城大学教育学部附属幼稚園教諭　平野有佳子
「自分のスタイルを求めて」 笠間市立南中学校教諭　山田　秀治
「熱闘！常北中野球部日記」 北茨城市立常北中学校ＰＴＡ会長 前田　利勝
「最後まで子どもを信じられる教師でありたい」

神栖町立鳥栖小学校教諭　柴田　泰士
「あきらめない気持ちで」 新利根町立新利根中学校教諭　福岡　信一
「舞台からのメッセージ」 水海道市立水海道中学校教諭　倉持美由紀

・後輩に託す応援歌
「教育の現状と教師としての構え」 ひたちなか市・賛助会員　田所　克己
「十八年前の中学生海外派遣」 日立市・賛助会員　金子日出夫
「職場の豊かな人間関係こそ問題解決の出発点」

鹿嶋市・賛助会員　下河邊康志
「信頼することの大切さ」 土浦市・賛助会員　高杉　盛夫
「決断力を磨く」 古河市・賛助会員　古江　勝代
「野球応援から見えてくるもの」 石岡市・賛助会員　佐藤　　剛

・わがＰＴＡ活動紹介
「地域に根ざした井野小ＰＴＡとその活動」 取手市立井野小学校ＰＴＡ
「みんなで参加し学ぶ，楽しいＰＴＡ―赤中ＰＴＡの取り組み」

水戸市立赤塚中学校ＰＴＡ

石川　　潤（日立市立泉丘中学校長）
直江美知子（里美村立賀美小学校教諭）
磯辺　文昭（北茨城市立華川中学校教諭）
長坂　宏子（高萩市立松岡幼稚園長）
長澤　孝至（常陸太田市立太田小学校ＰＴＡ会長）
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・サークル紹介「土浦地区教育相談の会」 同会代表　大口みち子
・文化施設めぐり

「しもだて美術館」（下館市下館丙372 しもだて地域交流センター・アルテリオ３階）

③第８１７号（２月20日発行，6600部）
◎特集主題「今，改めて問う」

―ネット社会に生きる子どもの教育―
・好きな言葉「教えるとは 共に 希望を語ること，学ぶとは 胸に誠実を 刻むこと」

茨城大学学長　菊池龍三郎
・巻頭言「みんなで考える『教育』」 本会副会長　稲葉　節生
・提言　「ネット社会に生きる子どもの教育」 本会理事　白石　克彦

「ネット社会に生きる子どもたちの教育」 本会理事　水越　和夫
・研究実践レポート

「自分の思いや考えを互いに伝え合うことのできる児童の育成を目指して」
―小規模校における国語の「話すこと・聞くこと」の指導を通して―

行方群玉造町立玉造西小学校教諭　榊原　厚生
「効果的な中学１年生の進路指導をめざして」

北茨城市立関本中学校教諭　蛭田　純一
「情報化社会における情報モラルに関する指導のあり方」

茨城県立明野高等学校教頭　井坂　洋二
・教育談話室から【子どもの声】

「子どもを信じ　あるがままを受け入れてみよう」 心の相談員　Ｔ・Ｓ 生
「保健室あれこれ」 小学校養護教諭　Ａ・Ｙ 生
「相談室登校生徒とのかかわり」 中学校養護教諭　Ｍ・Ｍ 生

・ひろば「今こそ子育て支援の充実・推進を」
常陸太田市立久米幼稚園長　片野稜威雄

「福祉教育の地域の支援者として」
ボランティアコーディネーター　鶴岡　洋子

「心の教育」 稲敷郡・桜川中学校保護者　郡司　聖美
・随想　「言葉の伝え方」 つくば市立桜幼稚園教諭　川口　多美

「先輩の一言，温かい言葉，厳しい言葉」
霞ヶ浦町立美並小学校教諭　冨田　恵子

「親の存在感を示したい」 東海村立白方小学校教諭　木村　明弘
「子ども達が誇れるまちづくり」 結城市民センター館長　佐藤　修一
「夏休み，チョット試そう総合学習」

日立市立大久保小学校ＰＴＡ会長　井上　和裕
「中高の交流を通して」 茨城県立小瀬高等学校教諭　前田　智子
「生徒の力を信じて寄り添うこと」

行方群麻生町立太田小学校教諭　片岡　満
・後輩に託す応援歌

「先輩から学んだものを後輩へ」 那珂町・賛助会員　五島　安文
「教師の笑顔」 日立市・賛助会員　川崎　　弘
「柚子の大馬鹿三十三年」 玉造町・賛助会員　岡見　史朗
「発想の原点は，常にこども　そして　ひたむきに」

土浦市・賛助会員　下条　秀雄
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・期　　日　平成16年８月23日（月）
・会　　場　ホテルレイクビュー水戸
・参 加 者　郡市教育会会長・副会長及び本会理事・賛助会員代表者
・協議内容　茨城県教育会の事業について（報告）

茨城県教育会の組織の現状と課題について
茨城県教育会への要望・提言
郡市教育会の特色ある活動と運営について

③地域教育振興集会支援事業
・平成16年度は，次の２地域を補助対象地区とし，本会との共催により地域教育
振興集会が開催された。
【水戸市教育会】地域教育研究集会『講演会』

期　日　平成16年11月17日（水）
会　場　水戸市総合教育研究所
内　容　講　演 「こどもの幸せを考える」

講　師　堀川　賢壽先生（教育学博士）
参加者　市内幼・小・中学校教職員及びＰＴＡ約230名

【日立市教育会】日立市教育講演会
期　日　平成16年11月27日（土）
会　場　日立市民会館
内　容　講　演「子どもの目線」

学校と家庭は安心と失敗と成長の砦
講　師　尾木　直樹先生（教育評論家）

参加者　市内教職員・ＰＴＡ及び一般市民　約800名
・事業推進スケジュールは次の通りである。
◎事業概要説明　　　平成16年度　年度始総会時　　　　　平成16年５月27日
◎事業内容説明及び　郡市地区教育会代表者研究協議会時　平成16年11月５日
補助申請書配布

◎補助申請書受理　　平成16年度　年度末総会時　　　　　平成16年３月４日
◎補助対象の決定　　平成17年度　第１回理事会時　　　　平成17年５月17日
◎補助経費の交付　　平成17年度　年度始総会時　　　　　平成17年５月26日

④各種事業への後援・助成
・水戸市教育会，鹿島地区教育会等への補助

⑤サークル紹介（茨城教育による）・土浦地区教育相談の会（816号）
・　　　　　　　　　　（817号）

４　教育論文募集事業
・社団法人茨城県教育会創立120周年記念事業の一環としての論文募集事業を実施。
・事業推進スケジュールは次の通りである。
◎平成15年度・創立120周年記念 教育論文募集要項配布 平成14年10月
◎教育論文応募締め切り　　　　　　　　　　　 平成16年１月15日
◎教育論文第１次審査　　　　　　　　　　　　 平成16年１月23日
◎ 同　 第２次審査　　　　　　　　　　　　 平成16年１月27日～２月16日
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「多難な中でのリーダーシップ」 下妻市・賛助会員　大島　　功
「協力者を求めて」 共和町・賛助会員　稲見　庄二

・サークル紹介　県南地区理科同好会　 事務局・下館市立北中学校　早瀬　長利
・文化施設めぐり 『穂積家住宅』（所在地・高萩市上手綱字落合2337番地）
・わがＰＴＡ活動紹介

「『地域の絆』で四代桜を満開に」 日立市立助川小学校ＰＴＡ
「創立百周年を機に新たなＰＴＡ活動を求めて」

古河市立古河第一小学校ＰＴＡ
・第56回日本連合教育会研究大会栃木大会（概要別掲）
【本県提案】第７分科会「本に親しみ，読書の質を高める『発信・交流型』読書活

動を通して」 牛久市立向台小学校教諭　塚本　桂子
第10分科会「明日の教育に資する学校事務の創造を図る」

水戸市三の丸小学校係長　武藤　健壽
・教育会だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事　務　局

２　教育の振興並びに郷土文化の継承・発展に資するための各種研究調査
（1）地域教育振興委員会（読書活動の振興）（16・17年度継続）

・事業名 「子ども達の豊かな読書生活を実現するための具体的な支援の在り方」
・推進計画　16年度　・振興委員会の設置

・委員会による調査研究・情報収集・検討協議
第１部会　地域社会における読書推進（啓発）活動
第２部会　学校及び学校・家庭・地域が連携した読書

推進（啓発）活動
第３部会　家庭における読書生活―本のあるくらし―

の発掘と広報
17年度　・検討内容の取りまとめ及び検討報告書「本に親しむ子を

育てる多彩な支援の創出をめざして」の刊行・配付
・委員会構成
（敬称略）

【委員長】岡部　千草　【副委員長】中嶋　央子　小沼由紀子

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

委員名　
平島　則子
横田さおり
江幡　和代
中嶋　央子
小沼由紀子
岡部　千草
武井　隆志
野内　優子
村山　憲司
谷口　佳之
鬼澤　俊喜
助川　浩美
塚本　桂子
横堀　冴子
谷口みづえ

職　種
地域活動家
地域活動家
地域活動家
学　校　長
学　校　長
学　校　長
教　　　頭
教　　　頭
教　　　頭
教　　　諭
教　　　諭
教　　　諭
司 書 教 諭
司 書 教 諭
司 書 教 諭

所　　　属
常陸大宮市・おはなし会ハミングバード
つくば市・学校図書館ボランティア
常陸太田市・きいろいばけつおはなし会
明野町立大村小学校
潮来市立津知小学校
大洗町立南中学校
岩井市立中川小学校
常陸市立中里中学校
旭村立旭中学校
つくば市立吾妻中学校
大洋村立上島東小学校
常陸太田市立世矢小学校
牛久市立向台小学校
水戸市立石川小学校
水海道市立西中学校

備　考
第１部会
第２部会
第３部会
第１部会
第２部会
第３部会
第１部会
第２部会
第３部会
第１部会
第２部会
第３部会
第１部会
第２部会
第３部会
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【事務局】小貫　紀久　遠藤　稔　小網　昇
・委員会開催　　第１回　平成16年８月９日（月）レイクビュー水戸

第２回　平成16年10月６日（水）水戸生涯学習センター分館
第３回　平成16年12月２日（木）水戸生涯学習センター分館
第４回　平成17年２月４日（金）水戸生涯学習センター分館

（2）教育に関する資料の調査・収集
①市町村教育委員会作成の指導資料等の収集・整理
②郡市教育会等による「教育史等」の収集

（3）「いばらき教育の日」推進事業への積極的な参画
・発起人団体として，条例制定記念「みんなで教育を考える『いばらき教育の日』
推進大会」の企画・運営にあたり，下記により開催された。

・期　日　平成16年11月１日（月）
・会　場　茨城県立県民文化センター　大ホール
・主　催　茨城県　茨城県議会　みんなで教育を考える「いばらき教育の日」推

進実行委員会
・参加者　推進36団体及び協賛団体並びに県・県教委等　約2,000名余
・内　容　・全体会

・記念講演Ⅰ　演題 「日本の教育改革」
講師　中央教育審議会会長　鳥居　泰彦　先生

Ⅱ　演題 「食育の進め―大切なものを失った日本人」
講師　学校法人　服部学園理事長　服部　幸應　先生

・パネルディスカッション
「みんなで考えよう　いばらきの教育―学校だけに任せていいの？」
コーディネーター　木村　　競（茨城大学教育学部教授）
パ ネ リ ス ト　青柳　正美（県教育庁参事兼保健体育課長）
パ ネ リ ス ト　金澤　昭男（県学校長会会長）
パ ネ リ ス ト　堤　千賀子（県ＰＴＡ連絡協議会会長）
パ ネ リ ス ト　川又　　諭（株式会社　日立ライフ取締役社長）
パ ネ リ ス ト　西村ミチ江（日立市塙山学区住みよいまちをつくる会会長）

・大会宣言採択

３　講演会・研究協議会・研修会・懇談会の開催，各種事業への助成
（1）郡市教育会代表者研究協議会
①全体協議会
・期　　日　平成16年11月５日（金）
・会　　場　水戸生涯学習センター分館　大会議室
・協議内容　茨城県教育会実施事業の中間報告

茨城県教育会への意見・要望・提言
茨城県教育会の組織の現況と今後の課題

・講　　話　講師　茨城県教育庁義務教育課指導担当課長補佐　春山　武聖先生
演題「県教育の課題」

②地区別協議会（県央地区）
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◎教育論文審査結果通知　　　　　　　　　　　 平成16年２月27日
◎優秀論文表彰式　　　　　　　　　　　　　　 平成16年５月27日

・「茨城県教育会創立120周年記念教育研究論文集」を刊行・配布
刊行日　平成16年６月20日
部　数　1300部

【最優秀賞】
○生徒が，創意工夫のある制作活動を，自らの学びとして実感する支援のあり
方　題材「変身！段ボール仮面」における，「マイ・ロード」と「ドリーム
カルテ」の活　　　　　　　　　　水戸市立第二中学校　教諭　清水　　明

【優 秀 賞】
○生きる力をはぐくむ学校経営の一端　豊かな教育力を持つ教師と親を目指して

石岡市立南小学校　校長　石塚　貴夫
○自分の思いや願いを実現しながら，「気付き」を深めることができる子を育てる
ための生活科学習の工夫 ―個に応じた学習への支援と評価を通して―

水戸市立三の丸小学校　教諭　小嶋由紀子
○心豊かに，主体的にたくましく生きる生徒を育成する道徳教育の在り方
―ふれあい体験を重視した取り組みから―

利根町立新館中学校　教諭　堀江　玲子
【優 良 賞】
○体験を通して学びの楽しさを育む教育

美浦村立美浦中学校　教諭　高野　恵子
○教科型教室のよさを生かし，主体的な学びの場を通して学楽しさや成就感を実感で
きる学習指導のあり方 日立市立駒王中学校　教諭　窪木　雅啓　他２名

○観察し育てることで生きる力を育む環境教育の在り方
美浦村立大谷小学校　教諭　森岡　潤一

○数学科における習熟度を考慮した少人数指導の在り方
下妻市立下妻中学校　教諭　中村　敏広

教諭　新井　章広
○児童の意欲的な活動を促し，生きる力を育てる特別支援のあり方
―草花の花粉観察を中心とした，情緒学級での取り組みを通して―

美野里町立納場小学校　教諭　小沼　栄子
○相手意識や目的意識をもって伝え合うことのできる国語科学習の在り方
―小学校第４学年「教え合おう，生活の工夫」における「話すこと，聞

くこと」の基礎基本を明確にした言語表現活動の工夫を通して―
牛久市立岡田小学校　教諭　岩田江里子

○社会科における情報活用能力を高め，多面的・多角的な見方・考え方を深め
るための支援の在り方
―地理的分野における新聞情報活用や地域調査などの体験を通して―

金砂郷町立南中学校　教諭　舘　　喜能
同 小林　雅治

○確かな学力を身につけるための，日常的な評価活動の在り方
下妻市立下妻中学校　教諭　飯村　晃

○相手を意識し，よりよく自分の思いを伝え合うことのできる子どもの育成
―第６学年におけるメディアを活用した学習指導の工夫―

土浦市立神立小学校　教諭　黒澤　裕士　他３名
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○体験を通して学びの楽しさをはぐくむ教育
―小学校及び，入園前幼児との連携を通して―

美野里町立納場幼稚園　園長　中山　義熈　他３名

５　表彰（表彰規程により，下記該当者を表彰）
・郡市地区教育会長として功績を残して退職された者
◎ひたちなか市教育会長　卯野　福弥　氏　他16名

・教育功績者表彰規程による功績者としての表彰者
◎劇工房「橋の会」 木村　夫伎子　氏
◎常陸太田市体育指導委員協議会
◎茨城キリスト教大学児童教育学科　学校支援ボランティアグループ

・茨城県教育会創立120周年記念教育研究論文入賞者（前頁４に掲載）

６　各種会議
（1）賛助会員地区代表者会

・期　日　平成16年10月14日（木）
・会　場　茨城県水戸生涯学習センター分館
・出席者 【水戸】和田　　幸　　【県北】柳橋　弘明　　日座　久隆
（敬称略）【鹿行】石津　博康　　【県南】大久保邦夫

【県西】 【顧問】冨永　　直　　鯨岡　　健
・内　容　・報告　平成16年度の事業概要及び運営について

組織と現状の課題について
・協議　今後の茨城県教育会の事業及び運営等への要望・意見

組織の拡充・充実のための諸対策
その他

（2）新旧役員協議会
・期　日　平成16年６月29日（火）
・会　場　ホテルレイクビュー水戸
・出席者　平成15・16年度役員（理事・監事）19名
・内　容　・協議　

①茨城県教育会の歴史について
②茨城県教育会の組織の現状と基盤の充実について
③茨城県教育会の今後の方向性について

７　その他目的達成のための事業
（1）組織の基盤強化のための活動
①郡市教育会地区別代表者研究協議会（県央地区），同全体研究協議会，賛助会員代
表者会等における事業概要と会員加入状況の説明及び加入促進依頼

②市町村教育委員会及び郡市学校長会長訪問による加入促進依頼
③「茨城教育」による購読者と加入者の増加対策

（2）日本連合教育会関係
①日本連合教育会の企画・運営への参画（副会長兼常務理事＝清水会長）
②研究大会栃木大会への参加
・期　日　平成16年10月28日（木）～29日（金）
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・会　場　栃木県教育会館大ホールほか
・大会主題 「心豊かでたくましい日本人をはぐくむ教育の創造」

－確かな学力と社会力をはぐくむ教育－
・日　程　・理事会（27日）

・分科会（28日・午後）
教科・領域等の11分科会（特別部会を含む）で研究協議

・本県提案
◎文 書 提 案 「組織の力を結集した新たな課題への取り組み」

社団法人茨城県教育会副会長　春田　義邦先生
◎第７分科会 「豊かな心を育て確かな学力に結びつけるための読

書教育を求める」
牛久市立向台小学校　教諭　塚本　桂子先生

◎第11分科会 「明日の教育に資する学校事務の創造を図る」
水戸市三の丸小学校　事務係長　武藤　健壽先生

・シンポジウム 「確かな学力と社会力をはぐくむ教育の実践」
・全体会（29日・午前）
・記念講演 「世界の中の国連と日本」

国連報道官（前国連イラク査察団報道官） 植木　安弘先生
・本県参加　80名

③文部科学省要望書提出（政策関係）
・平成17年１月４日（金）
・会長・副会長が樋口修資初中教育担当大臣官房審議官に提出
・義務教育費国庫負担制度の堅持等９項目

（3）茨城県教育研究連盟関係
・評議員会・幹事会に出席，企画・運営に参加
・第49回研究集会の運営に参画

（4）委託事務の執行
・「有限会社　茨城県教育会出版」関係事務
・「茨城県学事関係職員録」の編集
・諸表簿・用紙等の編集


